























































































































































よう。一般的に，ある対象を X とおくことにする。この X は，ある視点から，
ある属性・性質を与えられる。この属性を P と表記することにする。（ここで
は X が「あの人（との関係）」，P が「お友達」に相当する。）「X は P と言える」
という捉え方に対して，そこを基準として，さらに価値付与をしたものを Pi, 
j, k... と表記することにする。（ここでは「友だち以上の友だちとしての恋人」















































　（ ５） 晴夫さんは，A 大学，B 大学など６大学を受験したけれども，合格し
たのは（* タダ）B 大学と C 大学ダケだった。
（ ５ ）では合格する可能性のある大学のクラスは，B 大学と C 大学など６大学
であるが，実際には合格した大学のクラスは B 大学と C 大学で，それ以上に
































































   （１１） 今の暮らしに不満はありません。ただあなたに日曜日くらいは家にい
ただきたいのです。





















































































































































































３　本稿でタダを取り上げたのは，フランス語の形容詞句 simple N（単なる N）に
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